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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
人
類
の
希
望

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
４
０
１
Ｙ

【
作
者
名
】

　
深
紅
色
の
烏

【
あ
ら
す
じ
】

　
２
０
３
０
年
、
地
球
。
人
類
は
、
人
口
爆
発
に
よ
る
食
糧
危
機
を
乗
り
越
え

栄
え
て
い
た
。

そ
の
一
方
で
、
強
大
な
科
学
力
を
持
つ
こ
と
に
よ
る
驕
り
も
で
き
始
め
て
い
た
。

長
野
県
松
本
市
、
神
奈
川
県
箱
根
町
。

突
然
、
こ
の
２
つ
の
町
と
そ
の
周
辺
の
町
が
壊
滅
す
る
。

原
因
は
、
不
明
。
し
か
し
、
遥
か
彼
方
の
宇
宙
に
生
命
が
存
在
す
る
惑
星
が
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
１
つ
の
説
が
立
っ
た
―
。
宇
宙
か
ら
の
侵
略
者
―
。

人
類
と
人
類
の
科
学
戦
争
の
中
で
１
人
の
男
が
動
き
始
め
る
。
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人
類
の
変
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
描
く
Ｓ
Ｆ
に
な
る
予
定
。

エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
要
素
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、
エ
ヴ
ァ
の
世
界
と
は
関
係
が

あ
り
ま
せ
ん
。
現
実
世
界
が
舞
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
科
学
的
な
こ
と
は
、
あ
ま
り
考
え
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
「
リ
ア
ル
じ
ゃ
な
い
」

と
い
う
感
想
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ス
ル
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
２
０
３
０
年
と
い
う
設
定
な
の
で
、
現
在
と
は
違
う
国
家
・
自
治
体
等
が
存

在
し
ま
す
。
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１
　
全
て
の
始
ま
り
　
～
松
本
市
、
壊
滅
～
（
前
書
き
）

※
こ
の
物
語
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
実
在
す
る
国
家
・
自
治
体
・
人
物
・

組
織
な
ど
の
名
前
と
は
、
全
く
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
下
さ
い
。

※
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
要
素
が
入
っ
て
お
り
ま
す
。
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１
　
全
て
の
始
ま
り
　
～
松
本
市
、
壊
滅
～

西
暦
２
０
３
０
年
９
月
１
３
日
―
。
午
前
９
時
１
３
分
１
３
秒
―
。

長
野
県
全
域
を
激
震
が
襲
っ
た
。
大
地
が
裂
け
ん
ば
か
り
に
揺
れ
、
大
き
な
音

が
響
い
た
。

人
々
は
、
避
難
所
へ
行
き
、
ラ
ジ
オ
を
聞
き
な
が
ら
、
地
震
の
情
報
を
知
ろ
う

と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
ラ
ジ
オ
か
ら
は
、
全
く
地
震
の
情
報
は
入
っ
て
こ
な
い
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
―
。
こ
れ
は
地
震
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

そ
う
、
人
類
の
変
化
の
時
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

危
機
管
理
対
策
委
員
会
　
本
部
。

　
危
機
管
理
対
策
委
員
会
と
は
、
自
然
災
害
、
人
災
、
戦
争
な
ど
予
想
さ
れ
る

全
て
の
危
機
に
つ
い
て
情
報
を
収
集
し
、
対
策
を
立
て
る
委
員
会
で
あ
る
。
委

員
長
は
、
秋
山
　
大
佐
だ
。

あ
き
や
ま

た
い
す
け

　
委
員
長
室
に
あ
わ
て
た
様
子
で
一
人
の
男
が
入
っ
て
き
た
。
年
齢
は
、
３
０

代
前
半
あ
た
り
だ
ろ
う
か
。
き
ち
っ
と
整
え
ら
れ
た
服
装
と
イ
ケ
メ
ン
に
分
類

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
顔
。
な
か
な
か
爽
や
か
そ
う
な
青
年
だ
っ
た
が
、
か
な
り
あ

わ
て
て
い
た
。
彼
が
慌
て
て
い
た
理
由
は
長
野
で
の
揺
れ
だ
っ
た
。
入
っ
て
き

た
男
、
希
崎
　
重
治
副
委
員
長
は
秋
山
に
報
告
を
し
た
。

ま
れ
ざ
き

し
げ
は
る

「
長
野
県
・
山
梨
県
を
中
心
と
す
る
地
域
に
地
震
と
思
わ
れ
る
震
動
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
」

「
何
！
？
地
震
か
？
」

「
分
か
り
ま
せ
ん
。
『
垓
』
は
、
３
％
が
自
然
災
害
、
４
％
が
北
派
に
よ
る
攻

撃
、
２
％
が
謎
の
侵
略
者
に
よ
る
攻
撃
、
あ
と
の
９
１
％
は
解
析
不
能
を
示
し

て
い
ま
す
。
」

　
「
垓
」
と
は
、
日
本
で
新
た
に
作
ら
れ
た
超
未
来
型
汎
用
電
子
計
算
機
の
こ

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

と
で
あ
り
、
京
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
演
算
速
度
毎
秒
１
垓
回
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を
目
標
と
し
て
お
り
、
現
在
は
毎
秒
１
３
８
４
京
回
が
限
界
で
あ
る
。
し
か
し
、

開
発
は
続
け
ら
れ
て
い
て
、
さ
ら
な
る
進
歩
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
「
垓
」
は
、

汎
用
高
速
電
子
計
算
機
が
１
０
０
台
組
み
込
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自

に
判
断
し
独
自
に
答
え
を
出
す
。
そ
れ
を
、
垓
の
メ
イ
ン
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
ま

と
め
て
モ
ニ
タ
ー
に
表
示
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
な
の
だ
。

　
垓
は
、
現
在
日
本
政
府
直
属
の
組
織
、
超
電
子
計
算
機
開
発
機
構
の
施
設
に

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
算
依
頼
を
こ
な
し
て
い
る
。

「
と
に
か
く
、
長
野
に
状
況
を
確
認
し
ろ
！
長
野
市
、
安
曇
野
市
、
松
本
市
、

諏
訪
湖
市
、
伊
那
市
、
駒
ヶ
根
市
、
飯
田
市
に
確
認
を
取
れ
！
」

　
秋
山
が
命
令
を
す
る
。
希
崎
は
、
返
事
を
す
る
と
委
員
長
室
を
出
て
行
っ
た
。

秋
山
も
、
委
員
長
室
を
出
て
、
大
会
議
室
へ
向
か
っ
た
。
大
会
議
室
で
は
、
既

に
対
策
本
部
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
秋
山
が
対
策
本
部
と
な
っ
て
い
る
大
会
議

室
に
入
る
と
、
さ
っ
そ
く
希
崎
か
ら
の
報
告
が
あ
っ
た
。

「
長
野
市
、
安
曇
野
市
、
伊
那
市
、
駒
ヶ
根
市
、
飯
田
市
は
、
応
答
が
あ
り
ま

し
た
。
被
害
は
住
宅
の
損
壊
な
ど
だ
そ
う
で
す
。
松
本
市
、
諏
訪
湖
市
は
ま
だ

連
絡
が
取
れ
ま
せ
ん
。
調
査
ヘ
リ
を
向
か
わ
せ
て
い
ま
す
が
、
も
し
か
し
た
ら
・

・
・
」

　
そ
の
と
き
、
調
査
ヘ
リ
か
ら
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

「
大
変
で
す
。
松
本
・
塩
尻
・
諏
訪
の
周
辺
に
大
き
な
ク
レ
ー
タ
ー
の
よ
う
な

物
が
で
き
て
い
ま
す
。
諏
訪
湖
は
お
そ
ら
く
蒸
発
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

松
本
市
、
諏
訪
湖
市
は
壊
滅
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
」

　
こ
の
報
告
に
、
大
会
議
室
に
い
た
も
の
全
員
が
驚
き
の
表
情
を
見
せ
た
。
い

つ
も
冷
静
な
希
崎
は
、
他
の
人
と
比
べ
れ
ば
冷
静
だ
っ
た
が
、
驚
き
を
隠
せ
な

い
様
子
だ
っ
た
。
秋
山
は
、
垓
が
示
し
た
分
析
デ
ー
タ
を
基
に
こ
う
命
令
し
た
。

「
ま
ず
は
、
自
然
災
害
の
可
能
性
を
探
れ
。
そ
し
て
、
北
派
の
可
能
性
は
な
い

か
、
防
衛
省
と
朝
鮮
半
島
連
合
共
和
国
に
確
か
め
ろ
。
と
り
あ
え
ず
、
そ
れ
か

ら
だ
。
」

　
こ
の
命
令
に
、
大
会
議
室
に
い
た
委
員
た
ち
は
動
き
出
し
た
。
一
部
で
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
睨
み
あ
っ
て
自
然
災
害
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
。
一
部
で
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は
、
防
衛
省
や
朝
鮮
半
島
連
合
共
和
国
に
連
絡
を
し
、
確
認
を
し
て
い
た
。

　
北
派
と
朝
鮮
半
島
連
合
共
和
国
に
つ
い
て
解
説
し
て
お
こ
う
。

　
北
派
と
は
、
旧
北
朝
鮮
に
住
ん
で
い
た
者
の
中
で
も
、
特
に
ア
メ
リ
カ
や
旧

韓
国
、
日
本
な
ど
に
対
し
攻
撃
的
な
行
動
を
と
る
者
の
こ
と
を
い
う
。
南
北
統

一
に
よ
り
、
北
朝
鮮
と
韓
国
は
和
解
し
、
一
つ
の
国
と
な
っ
た
が
、
ま
だ
北
派

は
か
な
り
い
る
と
い
う
状
況
だ
。
し
か
し
、
現
在
は
、
日
本
政
府
の
防
衛
省
や

ア
メ
リ
カ
の
特
別
対
策
委
員
会
、
朝
鮮
の
北
派
対
策
庁
な
ど
の
監
視
に
よ
り
、

大
き
な
事
件
は
起
き
て
い
な
い
。
た
だ
、
危
険
性
が
全
く
な
い
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。

　
朝
鮮
半
島
連
合
共
和
国
は
、
２
０
２
１
年
に
で
き
た
国
家
。
通
称
は
朝
鮮
。

金
正
日
（
１
９
４
１
－
２
０
１
５
）
の
死
後
、
北
朝
鮮
と
韓
国
が
和
解
、
統
合

キ
ム
・
ジ
ョ
ン
イ
ル

し
た
も
の
で
あ
る
。
議
院
は
、
旧
北
朝
鮮
の
北
院
と
旧
韓
国
の
南
院
に
分
か
れ

て
い
る
。
ま
だ
、
完
全
的
な
統
合
と
は
言
え
な
い
が
、
か
な
り
南
北
和
解
は
進

行
し
て
い
る
の
だ
。

　
そ
し
て
、
調
査
の
結
果
が
分
か
っ
た
。

「
自
然
災
害
の
可
能
性
は
、
お
そ
ら
く
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
北
派
幹
部
及

び
協
力
者
と
思
わ
れ
る
人
物
は
、
防
衛
省
や
ア
メ
リ
カ
、
朝
鮮
が
マ
ー
ク
し
て

い
ま
す
。
北
派
の
攻
撃
行
動
で
も
な
い
か
と
。
」

　
秋
山
は
、
残
さ
れ
た
一
つ
の
可
能
性
に
驚
い
た
。
「
垓
」
が
導
き
出
し
た
答

え
は
、
宇
宙
か
ら
の
侵
略
者
だ
っ
た
の
だ
。

「
ば
か
な
・
・
・
・
、
ア
ニ
メ
や
漫
画
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
・
・
・
。
そ
ん
な
こ

と
が
・
・
・
・
」

　
秋
山
は
、
た
だ
立
ち
尽
く
し
て
い
た
。
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１
　
全
て
の
始
ま
り
　
～
松
本
市
、
壊
滅
～
（
後
書
き
）

諏
訪
湖
市
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
す
。

長
野
県
中
部
に
あ
る
都
市
。
諏
訪
市
、
下
諏
訪
町
、
岡
谷
市
が
合
併
し
て
誕
生

し
た
。
市
役
所
は
、
旧
岡
谷
市
に
あ
る
。
（
合
併
と
と
も
に
新
た
に
建
設
さ
れ

た
）

ち
な
み
に
、
こ
こ
が
合
併
す
る
な
ん
て
あ
り
え
な
い
・
・
・
と
か
そ
う
い
う
の

も
ス
ル
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
に
し
ろ
、
初
心
者
で
す
の
で
、
地
元
感

情
と
か
あ
ま
り
考
慮
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
。

松
本
市
、
塩
尻
市
、
諏
訪
市
、
岡
谷
市
な
ど
、
松
本
・
諏
訪
地
域
に
お
住
ま
い

の
方
に
は
、
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
な
ぜ
、
こ
こ
に
な
っ
た
か
と
い
い
ま

す
と
、
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
で
第
２
新
東
京
市
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
別

に
個
人
的
恨
み
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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２
　
謎
の
目
的
　
～
箱
根
、
壊
滅
～

「
本
当
に
、
北
派
で
も
自
然
災
害
で
も
な
い
ん
だ
な
？
」

　
秋
山
が
重
い
口
調
で
、
部
屋
に
い
た
全
員
に
確
認
を
し
た
。
希
崎
が
秋
山
の

質
問
に
代
表
し
て
答
え
る
。

「
は
い
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
な
い
と
思
い
ま
す
。
」

　
秋
山
は
、
希
崎
の
言
葉
を
聞
き
、
し
ば
ら
く
目
を
閉
じ
て
考
え
て
い
た
。
そ

し
て
、
目
を
開
け
て
、
こ
う
言
っ
た
。

「
で
は
、
こ
の
爆
発
は
、
『
太
陽
系
外
に
存
在
す
る
未
確
認
文
明
に
よ
る
攻
撃

行
為
』
と
判
断
す
る
。
す
ぐ
に
、
ア
テ
ー
ナ
ー
（
Ａ
ｔ
ｈ
ｅ
ｎ
ａ
）
へ
連
絡
し

ろ
！
」

秋
山
の
命
令
に
、
数
人
の
委
員
が
返
事
を
し
、
電
話
を
か
け
た
。

　
国
連
直
属
の
組
織
、
特
殊
機
関
ア
テ
ー
ナ
ー
（
Ａ
ｔ
ｈ
ｅ
ｎ
ａ
）
と
は
、
地

球
外
の
文
明
と
の
戦
争
の
全
て
を
取
り
仕
切
る
組
織
で
あ
る
。
東
都
大
学
の
教

授
で
あ
る
森
崎
　
秀
樹
が
地
球
外
に
文
明
が
あ
る
可
能
性
を
９
２
％
、
そ
し
て

も
り
さ
き
　
ひ
で
き

そ
の
文
明
の
う
ち
の
４
５
％
が
地
球
へ
の
攻
撃
を
考
え
る
と
し
た
研
究
結
果
を

発
表
し
た
こ
と
で
、
で
き
た
組
織
で
あ
る
。
地
球
外
文
明
と
の
戦
争
に
お
い
て

は
、
国
家
を
も
動
か
す
ほ
ど
の
権
限
も
持
つ
。
本
部
は
、
東
京
都
旧
三
鷹
市
に

あ
る
。
（
三
鷹
市
は
、
ア
テ
ー
ナ
ー
建
設
の
た
め
消
滅
、
住
民
は
八
王
子
市
な

ど
へ
移
住
し
た
）
な
ぜ
三
鷹
市
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
は
、
ま
だ
明
ら
か
に
は
さ

れ
て
い
な
い
。
か
な
り
、
謎
に
包
ま
れ
た
組
織
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
ア
テ
ー
ナ
ー
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
、
総
長
の
山
本
　
権
太
を
先

や
ま
も
と
　
ご
ん
た

頭
に
、
ア
テ
ー
ナ
ー
の
職
員
が
部
屋
へ
入
っ
て
き
た
。
連
絡
を
受
け
て
、
霞
ヶ

関
に
あ
る
本
部
へ
か
け
つ
け
て
き
た
よ
う
だ
っ
た
。

「
秋
山
委
員
長
、
本
件
は
こ
れ
よ
り
、
ア
テ
ー
ナ
ー
の
指
揮
の
も
と
で
調
査
等

の
活
動
を
行
な
い
ま
す
。
あ
な
た
た
ち
は
、
ア
テ
ー
ナ
ー
の
指
示
に
従
っ
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
い
で
す
ね
？
」
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と
、
山
本
が
秋
山
に
言
っ
た
。
秋
山
は
、
承
諾
の
返
事
を
し
た
。

　
ア
テ
ー
ナ
ー
の
職
員
は
、
危
機
管
理
対
策
委
員
会
本
部
に
あ
る
資
料
を
ま
と

め
て
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
る
と
、
部
屋
を
出
て
い
っ
た
。
最
後
に
、
山
本
だ

け
が
残
っ
た
。
山
本
は
、

「
と
り
あ
え
ず
、
危
機
管
理
対
策
委
員
会
は
、
情
報
収
集
を
お
願
い
し
ま
す
。

何
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
三
鷹
の
ア
テ
ー
ナ
ー
本
部
へ
ど
う
ぞ
。
」

と
言
う
と
、
部
屋
を
出
て
行
っ
た
。
秋
山
は
、
そ
れ
を
苦
い
顔
を
し
て
見
て
い

た
。

　
午
後
２
時
２
１
分
０
２
秒
―
。
再
び
強
い
揺
れ
が
、
今
度
は
東
京
・
神
奈
川
・

静
岡
を
襲
っ
た
。
危
機
管
理
委
員
会
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
三
鷹
の
ア
テ
ー
ナ

ー
本
部
も
大
き
く
揺
れ
た
。

「
お
い
、
確
認
を
取
れ
！
大
田
区
、
横
浜
市
、
小
田
原
市
、
富
士
市
、
静
岡
市
、

相
模
原
市
だ
！
急
げ
！
」

と
秋
山
が
大
声
を
あ
げ
て
い
た
。
す
ぐ
に
、
報
告
が
か
え
っ
て
き
た
。

「
大
田
区
、
確
認
取
れ
ま
し
た
！
」

「
横
浜
市
、
応
答
し
て
い
ま
す
！
建
物
の
損
壊
等
で
す
、
大
き
な
異
常
は
あ
り

ま
せ
ん
！
」

「
だ
め
で
す
！
小
田
原
市
、
応
答
し
ま
せ
ん
！
」

「
富
士
市
、
確
認
し
ま
し
た
！
」

秋
山
は
、
こ
れ
ら
の
報
告
か
ら
、
中
心
地
は
小
田
原
市
周
辺
と
判
断
し
、
こ
の

周
辺
の
市
町
村
に
連
絡
を
す
る
よ
う
に
命
令
し
た
。

「
熱
海
市
・
三
島
市
・
沼
津
市
が
応
答
な
し
、
伊
豆
市
・
伊
東
市
・
厚
木
市
が

応
答
あ
り
で
す
。
」

と
報
告
が
か
え
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
秋
山
が
派
遣
し
た
ヘ
リ
か
ら
の
連
絡
が

入
っ
て
き
た
。

「
箱
根
町
を
中
心
と
し
た
半
径
約
２
５
ｋ
ｍ
の
範
囲
が
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
で
す
！
」

今
度
は
、
箱
根
だ
っ
た
。
ヘ
リ
か
ら
映
像
が
送
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
映
像
が
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
画
面
に
映
し
出
さ
れ
る
。
委
員
の
多
く
は
、
画
面
を
見
て
愕
然

と
し
た
。
芦
ノ
湖
は
、
完
全
に
な
く
な
っ
て
い
た
。
小
田
原
も
熱
海
も
三
島
も
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跡
形
も
な
く
消
え
て
い
た
。
関
東
有
数
の
観
光
地
が
一
瞬
に
し
て
消
滅
し
た
の

だ
。
お
そ
ら
く
、
か
な
り
の
威
力
を
持
つ
兵
器
に
よ
る
物
だ
ろ
う
―
。
本
当
に

我
々
は
こ
の
文
明
に
勝
て
る
の
か
―
。
秋
山
も
希
崎
も
、
そ
の
気
持
ち
が
心
の

ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
た
。
危
機
管
理
対
策
委
員
会
の
本
部
を
重
い
雰
囲
気
が

包
み
込
む
。
秋
山
は
、
こ
の
情
報
を
ア
ー
テ
ナ
ー
本
部
へ
連
絡
し
た
。

　
ア
ー
テ
ナ
ー
本
部
、
山
本
は
、
秋
山
か
ら
の
連
絡
を
聞
い
て
驚
い
た
。
文
明

の
兵
器
が
予
想
以
上
の
威
力
を
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
疑

問
も
浮
か
ん
だ
。
な
ぜ
、
松
本
と
箱
根
な
の
か
・
・
・
と
。
東
京
や
大
阪
、
名

古
屋
、
横
浜
と
ほ
か
に
大
都
市
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
し
か
し
、
謎
の
文
明
は
、

松
本
と
箱
根
を
攻
撃
し
た
。
次
は
東
京
だ
ぞ
、
と
い
う
脅
し
な
の
か
―
。
そ
れ

と
も
、
松
本
と
箱
根
に
何
か
あ
る
の
か
―
。
い
く
ら
考
え
て
も
分
か
ら
な
か
っ

た
。

と
あ
る
場
所
の
会
議
室
。

「
く
そ
っ
！
箱
根
も
違
っ
た
か
・
・
・
。
」

「
残
る
は
、
宇
部
だ
な
・
・
・
。
」

「
し
か
し
、
こ
の
デ
ー
タ
は
信
頼
で
き
る
の
か
？
カ
イ
ン
は
本
当
に
宇
部
に
い

る
の
か
？
」

「
分
か
ら
ん
、
し
か
し
や
る
し
か
な
い
。
カ
イ
ン
は
絶
対
に
殺
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
」

こ
ん
な
声
が
響
い
て
い
た
―
。

「
あ
あ
、
そ
の
通
り
だ
。
カ
イ
ン
が
地
球
人
と
接
触
し
た
ら
、
厄
介
な
こ
と
に

な
る
。
」
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２
　
謎
の
目
的
　
～
箱
根
、
壊
滅
～
（
後
書
き
）

　
箱
根
、
小
田
原
市
、
熱
海
市
、
沼
津
市
な
ど
の
市
町
村
に
お
住
ま
い
の
方
、

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
も
仕
方
な
い
ん
で
す
よ
・
・
・
。
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ

オ
ン
で
第
３
新
東
京
市
が
あ
る
と
い
う
の
が
理
由
で
す
。
で
も
、
こ
の
物
語
は

エ
ヴ
ァ
の
世
界
が
舞
台
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。

　
ア
ー
テ
ナ
ー
、
登
場
し
ま
し
た
。
エ
ヴ
ァ
で
い
う
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
み
た
い
な
も
の

で
す
。
エ
ヴ
ァ
色
が
濃
く
な
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
が
、
気
に
せ
ず
に
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
、
三
鷹
な
の
か
は
、
永
遠
の
謎
と
い
う
こ
と
に
し
て
く

だ
さ
い
・
・
・
。

　
カ
イ
ン
。
彼
は
何
者
な
の
か
、
そ
れ
は
こ
れ
か
ら
分
か
り
ま
す
。
お
楽
し
み

に
。
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３
　
伊
吹
純
香
　
?
　
～
頭
痛
～

　
愛
知
県
新
瀬
戸
市
の
地
下
に
あ
る
巨
大
な
空
間
。
そ
の
中
に
、
１
つ
の
建
物

が
あ
っ
た
。
建
物
は
、
高
層
ビ
ル
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
た
。
か
な
り
大
規
模

な
建
物
の
よ
う
だ
。
だ
が
、
中
に
い
る
人
は
、
１
人
だ
け
だ
っ
た
。
青
年
が
一

人
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
部
屋
の
中
に
は
、
機
械
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
そ
こ
に

は
、
松
本
・
箱
根
の
デ
ー
タ
が
映
っ
て
い
た
。

「
つ
い
に
、
こ
の
時
が
来
た
か
・
・
・
。
人
と
地
球
は
、
僕
が
守
る
・
・
・
。

そ
れ
が
、
僕
の
懺
悔
で
も
あ
り
、
使
命
で
も
あ
る
か
ら
・
・
・
。
」

　
青
年
が
つ
ぶ
や
い
た
。
青
み
が
か
っ
た
髪
、
整
っ
た
顔
立
ち
、
な
か
な
か
の

美
青
年
だ
。
そ
し
て
、
机
の
上
に
置
い
た
写
真
と
名
前
な
ど
の
個
人
情
報
を
見

て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
「
伊
吹
　
純
香
」
と
書
か
れ
て
い
た
。

い
ぶ
き

あ
や
か

「
伊
吹
純
香
か
・
・
・
。
早
く
接
触
す
る
必
要
が
あ
る
な
・
・
・
。
」

　
新
東
都
大
学
の
校
門
に
、
１
人
の
女
性
が
立
っ
て
い
た
。
誰
か
を
待
っ
て
い

る
様
子
だ
っ
た
。
仕
事
の
合
間
に
寄
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
、
ス
ー
ツ
を
着
て
い

た
。
胸
に
は
、
Ａ
ｔ
ｈ
ｅ
ｎ
ａ
の
バ
ッ
チ
が
あ
っ
た
。
彼
女
の
名
前
は
、
浅
井

あ
ざ
い

　
レ
イ
。
Ａ
ｔ
ｈ
ｅ
ｎ
ａ
の
技
術
部
 

シ
ス
テ
ム
課
 

課
長
 

兼
 

「
Ｇ
ａ
ｔ

イ
ツ

ゲ

ｅ
ｓ
（
Ａ
ｔ
ｈ
ｅ
ｎ
ａ
が
独
自
に
開
発
し
た
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
」
総

合
責
任
者
を
務
め
て
い
る
。
新
東
都
大
学
で
、
機
械
学
を
専
攻
し
、
大
学
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
績
を
お
さ
め
た
こ
と
も
あ
る
。
か
な
り
優
秀
な
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
技
術
者
で
、
山
本
か
ら
も
信
頼
さ
れ
て
い
る
。

　
浅
井
は
、
校
門
の
前
で
し
ば
ら
く
待
っ
て
い
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
浅
井

の
も
と
に
１
人
の
女
性
が
や
っ
て
き
た
。
大
学
生
だ
ろ
う
か
。
２
０
歳
く
ら
い

の
女
性
だ
っ
た
。
そ
の
顔
は
、
青
年
が
見
て
い
た
写
真
と
全
く
同
じ
だ
っ
た
。

「
純
香
、
少
し
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
け
ど
、
だ
め
か
な
？
」

と
、
浅
井
は
純
香
に
言
っ
た
。
純
香
は
、
も
ち
ろ
ん
と
承
諾
し
た
。
そ
し
て
、

浅
井
が
乗
っ
て
き
た
車
の
助
手
席
に
乗
っ
た
。
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女
子
大
学
生
の
名
前
は
、
伊
吹
純
香
。
あ
の
青
年
が
見
て
い
た
女
性
で
あ
る
。

新
東
都
大
学
 

機
械
学
部
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
科
を
専
攻
し
て
い
る
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
技
術
に
関
し
て
は
、
新
東
都
大
学
一
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ

ど
の
能
力
を
持
つ
。
浅
井
は
、
彼
女
の
能
力
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
彼
女
を

高
く
評
価
し
て
い
る
の
は
、
浅
井
だ
け
で
は
な
い
。
超
電
子
計
算
機
開
発
機
構

や
つ
く
ば
未
来
的
技
術
研
究
所
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
機
関
が
彼
女
を
技
術

者
と
し
て
入
所
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
Ａ
ｔ
ｈ
ｅ
ｎ
ａ
も
、
伊
吹
に
は
目
を

付
け
て
い
て
、
現
在
交
渉
を
進
め
て
い
る
。
伊
吹
は
、
ま
だ
自
分
は
未
熟
で
あ

る
と
し
て
、
断
り
続
け
て
い
る
が
、
浅
井
の
頼
み
は
、
ほ
と
ん
ど
承
諾
し
て
い

る
。
伊
吹
に
と
っ
て
、
浅
井
は
一
番
頼
り
に
な
る
先
輩
な
の
だ
。

「
う
っ
・
・
・
・
。
」

　
車
の
中
で
は
、
伊
吹
が
手
で
頭
を
お
さ
え
て
い
た
。
浅
井
が
、
あ
わ
て
て
車

を
止
め
る
が
、
伊
吹
は
大
丈
夫
だ
と
言
っ
た
。
そ
し
て
、
頭
痛
の
こ
と
に
つ
い

て
話
し
始
め
た
。

「
最
近
、
激
し
い
頭
痛
が
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
て
、
な
ぜ
か
地

図
の
イ
メ
ー
ジ
が
そ
の
と
き
に
浮
か
び
あ
が
る
よ
う
に
な
っ
て
・
・
・
、
お
そ

ら
く
愛
知
県
の
新
瀬
戸
市
あ
た
り
だ
と
思
い
ま
す
。
」

と
伊
吹
は
言
っ
た
。
苦
し
そ
う
に
手
で
頭
を
お
さ
え
る
。
歯
を
く
い
し
ば
っ
て

痛
み
に
耐
え
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
浅
井
は
、
伊
吹
に
頼
ん
だ
仕
事
を
や
め
に

し
よ
う
か
と
悩
ん
だ
。
だ
が
、
今
さ
ら
、
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る
の
も
、
面
倒

だ
っ
た
し
、
伊
吹
も
そ
れ
を
望
ん
で
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
考
え
て
、
車
を
再

び
走
ら
せ
た
。

「
浅
井
課
長
か
ら
の
連
絡
で
す
！
伊
吹
純
香
が
到
着
す
る
よ
う
で
す
！
」

　
職
員
か
ら
の
声
を
聞
い
て
、
山
本
は
立
っ
た
。
伊
吹
を
呼
ん
だ
の
は
、
山
本

と
浅
井
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
、
松
本
・
箱
根
へ
の
攻
撃
の
目
的
を
「
Ｇ
ａ
ｔ
ｅ

ｓ
」
で
計
算
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
計
算
作
業
は
、
か
な
り
複
雑
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
浅
井
や
シ
ス
テ
ム
課
の
職
員
だ
け
で
行
な
っ
て
も
い
い
の
だ
が
、

少
し
厳
し
い
。
そ
こ
で
、
優
秀
な
伊
吹
が
呼
ば
れ
た
と
い
う
わ
け
だ
っ
た
。

「
そ
う
か
・
・
・
、
奴
ら
の
目
的
を
早
く
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
・
・
・
。
な
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ぜ
松
本
な
の
か
・
・
・
、
な
ぜ
箱
根
な
の
か
・
・
・
、
く
そ
っ
！
全
く
分
か
ら

ん
！
」

山
本
が
つ
ぶ
や
い
た
。

「
カ
イ
ン
は
、
ど
こ
に
い
る
ん
だ
！
」

「
分
か
ら
ん
・
・
・
、
し
か
し
、
現
在
は
宇
部
市
が
可
能
性
と
し
て
は
高
い
。
」

「
仕
方
が
無
い
、
ア
レ
ス
の
矢
を
宇
部
市
に
落
と
す
し
か
な
い
な
。
」

「
あ
あ
・
・
・
、
そ
れ
し
か
な
い
。
早
く
カ
イ
ン
を
殺
さ
ね
ば
・
・
・
、
我
ら

の
邪
魔
に
な
っ
て
し
ま
う
！
」

　
敵
軍
の
会
議
室
に
ほ
、
こ
ん
な
声
が
響
い
て
い
た
。
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３
　
伊
吹
純
香
　
?
　
～
頭
痛
～
（
後
書
き
）

新
瀬
戸
市
・
・
・
尾
張
旭
市
・
長
久
手
町
・
瀬
戸
市
が
合
併
し
て
で
き
た
市
町

村
。
市
役
所
は
瀬
戸
市
に
あ
る
。
現
在
、
名
古
屋
市
と
の
合
併
を
協
議
中
。

一
応
、
イ
メ
ー
ジ
的
に
は
、
浅
井
が
リ
ツ
コ
で
伊
吹
が
マ
ヤ
（
そ
の
ま
ん
ま
で

す
・
・
・
）
と
い
う
感
じ
で
す
。
レ
イ
は
、
綾
波
レ
イ
か
ら
。
純
香
は
、
小
泉

純
一
郎
か
ら
（
も
と
も
と
、
苗
字
を
泉
と
し
て
使
う
予
定
だ
っ
た
）
で
す
。

次
回
は
、
カ
イ
ン
の
謎
が
少
し
分
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

人類の希望
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n8401y/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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